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東京湾環境マップ
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東京湾岸自治体環境保 会議 沿革

昭和48年6月 「東京湾を囲む都市の公害対策会議」開催
→ 1都2県13市の首長による会議

(東京湾の環境保全会議と広域的対策を図る

進しています。進しています。

生態系を回復し、多くの生物が棲みやすい水環境となるよう、環境の保全・再生・創造を図り、自然

八都県市首脳会議環境問題対策委員会水質改善専門部会
では、東京湾岸及び関連流域に所在する所管内の自治体及び
企業等に調査への参加を募り、東京湾水質一斉調査を実施し

神奈川県

川崎市
大田区

品川区
千葉市

市原市

ための早急な機構整備の必要性を提案）
昭和50年1月 「東京湾水質汚濁共同調査結果の検討会」開催

→ 「東京湾岸自治体公害対策会議」設立を決定
昭和50年8月 第1回「東京湾岸自治体公害対策会議」の開催

快適に水遊びができ、多くの生物が生息する、親しみやすく美しい
「海」を取り戻し 首都圏にふさわしい「東京湾」を創出する。

と共生した首都圏にふさわしい東京湾を目指すため、次の目標を設定しました。

ました。

また、東京湾岸及び関連流域の住民の方々に東京湾再生へ
の関心を醸成するため、各都県市においては東京湾水質一斉
調査に関連した様々な環境教育・啓発活動を実施しました。

神奈川県

千葉県横浜市
袖ヶ浦市

木更津市

君津市

昭和 年 月 第 回 東京湾岸自治体公害対策会議」 開催
平成11年4月 「東京湾岸自治体環境保全会議」に改称

主な活動としては、
①「東京湾水質調査報告書」の発行

「海」を取り戻し、首都圏にふさわしい「東京湾」を創出する。

この目標の達成状況を判断するため、底層のDO（溶存酸素量）を指標とし、具体的な目標を
「年間を通して底生生物が生息できる限度」としました。
計画期間は2003年から10年間です。 環 動 実

今後も、参加機関の拡大及び調査地点の増加を推進するこ
とで、東京湾水質一斉調査の発展に努め、東京湾の水質改善
に関する調査及び施策の検討を行ってまいります。

三浦市

横須賀市

君津市

富津市

鋸南町
南房総市

①「東京湾水質調査報告書」の発行、
②東京湾の水質改善に関する普及啓発イベントの開催、
③東京湾に関するシンポジウムの開催、
④ホームページの運営による情報発信、
⑤東京湾岸マップの発行

計画期間は2003年から10年間です。

東京湾再生推進会議には、本
会議の他、幹事会と以下の3つ
の分科会が設置され各種施策

【その他の取組】

東京湾底質調査／普及啓発用資料の掲載・配布／水質改善
に係わる取組の紹介

浦市
南房総市

館山市

図－３ 東京湾
岸自治体環境保
全会議の構成自
治体

⑤東京湾岸マップの発行、
⑥東京湾の環境保全に関する国への要請活動があります。

の分科会が設置され各種施策
の連携・推進がはかられてい
ます（図ー１）。

【陸域対策分科会】

図－６ 八都県市首脳会議組織図

治体

「東京湾水質調査報告書」

【陸域対策分科会】
下水道の整備・機能改善等に
よる東京湾の流域の汚濁負荷
削減対策等に関すること

県とNPOの協働で実施した浄化槽講
習会やエコメッセ２００９の様子

川に学び、川で元気に遊ぶ「川ガ
キ」を養成する地域塾を開催

水質汚濁防止法第16条
による東京都、神奈川県、
千葉県の測定計画に基づ
き実施した水質測定結果を

【海域対策分科会】
干潟・浅場等の保全・再生及
び汚泥の除去等による東京湾
の海域浄化対策に関すること本マップ・東京湾水質一斉調査について

DODOの平面分布の長期的推移（の平面分布の長期的推移（99月下層）月下層） 東京都環境科学研究所年報東京都環境科学研究所年報(2005)(2005)よりより

埼玉県 ★ 川ガキ養成埼玉塾

★ 公開講座「生活の場から出てくる水の汚れについて」

習会やエコメッセ２００９の様子

千葉県
キ」を養成する地域塾を開催

埼玉県

実施 水質測定結果を
取りまとめたもの
・調査項目・・・COD、T-N、

T-P、DO等１１項目
・調査ポイント・・・約50地点

の海域浄化対策に関すること

【モニタリング分科会】
東京湾の海域環境のモニタリ
ング及び分析に関すること

本マップ 東京湾水質 斉調査について

東京湾水質一斉調査は、平成20 年度から、国・自治体・研究機関などの連携をはかり、海域及び河川の

水質等を一斉に調査するとともに、臨海部及び関連流域に立地する企業や市民団体等の参加も得ながら多
様な主体が連携、協働する調査として実施されております。

千葉県
★ 親子リサイクル工作教室

★ 「ワクワクたいけん水の不思議Ⅱ」

★ 県とNPOの協働による浄化槽講習会

東京都 ★ カキの水質浄化実験

横浜市

川崎市

神奈川県

★ 親子で船に乗って、横浜の環境を考えてみよう！

★ 夏休み水環境体験＆地球にやさしい３R学習ツアー

お台場海浜公園において「カキの
水質浄化実験」の実験施設を公開

東京都

海事広報艇「はまどり」に乗って
横浜港の見学や海水の採水を実施

横浜市・神奈川県

調査ポイント 約50地点
・Ｗｅｂページで公開

図－１ 施策イメージ
平成21年度の東京湾水質一斉調査では、昨年度とほぼ同様に内湾での夏季の一般的な傾向である水温、

塩分の成層が発達しており、湾央部から湾奥部に広がりをもった底層の貧酸素水塊が分布していることが
わかりました。

本調査に参加した機関が中心となり 東京湾水質一斉調査に関するワークショップを開催し 今回の一 神奈川県

千葉市
★ 千葉市下水道教室

★ ビスビジョンにおける周知及び啓発

さいたま
市

★ さいたま市水環境ネットワーク視察研修会

東京都 横浜市 神奈川県

平成17年度に湾岸に立地する事業場を対象に「東京湾に関する意

図－４ 2007年度の下層ＤＯ分布（貧酸素水塊が夏場に集中しています）

Q.近年、環境意識や企業の Q. 水辺を市民に開放する計画はあり

ますか （ を選択 た事業場

東京湾の中で、特に重点的に再生を目指す海域として重点エリア（図－２）
を定めるとともに、その中の市民が身近に施策の効果を体感・実施できるよ
うな場所、7箇所を
アピールポイントと

表－１ アピールポインの改善イメージ

本調査に参加した機関が中心となり、東京湾水質 斉調査に関するワ クショップを開催し、今回の
斉調査の成果及び、関係機関の取り組みなどの成果や関連情報の共有を行いました。本冊子は、そうした
成果も含め、「みんなでよくする東京湾」をテーマにとりまとめたものです。東京湾の現状を知り、今後
の再生への取り組みのあり方を考えるためにご活用いただければ幸いです。

水環境ネットワーク視察研修会で実施
したパックテストや講習会の様子

さいたま市

夏休み水環境体験＆地球にやさしい
３R学習ツアーの生き物観察会の様子

川崎市・神奈川県

識」及び「海辺の市民開放に関する意識」を調査しました。多くの事業
場（約9割以上）が直接水辺に面しており、魚や鳥などの生き物をほぼ

毎日確認できる、点検及び巡回がほぼ全ての事業場で行われている
ことが分かりました。また 企業として市民活動やイベントへの参加な

協働をうけ、企業を中心に、
水辺を市民に開放する運動
が全国的に高まっています。
現在貴社では水辺を市民に
開放していますか？

ますか？（2,3を選択した事業場への

質問）

意欲はあるが
現在はない

6%

ない
2%

アピ ルポイントと
設定し、それぞれの
場所においての改善
後のイメージや指標、
目安を示しました

No. アピールポイント 改善後のイメージ

1 いなげの浜～幕張の浜周
辺

緑あふれる 憩いとレクリエーションの海辺

2 三番瀬周辺 三番瀬の自然環境の保全と地域住民が親しめる海の再生

3 葛西海浜公園周辺 自然環境を保ち、生き物にやさしい干潟と海辺

平成22年3月
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図 ７ 東京湾水質 斉調査における環境教育 啓発活動

さいたま市川崎市 神奈川県
海浜幕張駅前ビスビジョンで一斉調査
の周知や生活排水対策の啓発を実施

千葉市

ことが分かりました。また、企業として市民活動やイベントへの参加な
どにより地域社会への関わりを望む傾向も見られました。行政へは情
報提供及び交流イベントの開催を望む傾向が見られ、行政側と事業
場側のニーズが一致していることが分かりました。

1.開放している 7%
2.開放していない 85%
3.従業員のみ解放している 8%

2%

図－５ 臨海部の水辺への意識調査

目安を示しました。

図 重点 リア アピ ポイ ト

4 お台場周辺 市民が水と親しめる憩いの場としての美しい風景をもつ水辺

5 多摩川河口周辺 多様な生き物を育み、自然豊かな海辺

6 みなとみらい２１周辺 市民に開かれた魅力的な親水ゾーン・港情緒を味わうことができる海辺

7 海の公園・八景島周辺 海水浴や潮干狩り、釣りなど多様なマリンレジャーを楽しむことができる海辺
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〒330 9588 さいたま市浦和区常盤6 4 4 電話048 829 1331

図－７ 東京湾水質一斉調査における環境教育・啓発活動

東京湾岸自治体環境保全会議 平成21年代表幹事
横浜市環境創造局 環境保全部規制指導課

〒231 0017横浜市中区港町1 1 電話045 671 2489

ある
92%

図 ５ 臨海部の水辺 の意識調査

東京湾再生推進会議 事務局
国土交通省港湾局／都市・地域整備局下水道部／海上保安庁

図－２ 重点エリア・アピールポイント
八都県市首脳会議環境問題対策委員会水質改善専門部会

東京湾岸自治体環境保全会議
水産総合研究センター中央水産研究所

編集 発行 国土技術政策総合研究所

（７）昔のようなきれいな海を創ろう！（６）アサリの生息環境としての東京湾（５）東京港周辺の底生生物（４）湾奥の水質空間分布

〒330-9588 さいたま市浦和区常盤6-4-4 電話048-829-1331 
Webサイト： http://www.8tokenshi-kankyou.jp/

〒231-0017横浜市中区港町1-1 電話045-671-2489
Webサイト： http://www.tokyowangan.jp/

国土交通省港湾局／都市 地域整備局下水道部／海上保安庁
Webサイト： http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/TB_Renaissance/

編集・発行：国土技術政策総合研究所

（７）昔のようなきれいな海を創ろう！
横浜市環境創造局企画部環境科学研究横浜市環境創造局企画部環境科学研究漁場保全・修復技術開発の基礎デ

（６）アサリの生息環境としての東京湾（５）東京港周辺の底生生物（４）湾奥の水質空間分布
境 境 「境 境 「 横浜市環境創造局企画部環境科学研究

所では、海のモニタリング調査を３年に１
回行うとともに、海の直接浄化についての
取り組みをしています

横浜市環境創造局企画部環境科学研究
所では、海のモニタリング調査を３年に１
回行うとともに、海の直接浄化についての
取り組みをしています

漁場保全・修復技術開発の基礎デー
タとするために、アサリにとって良好
な餌料環境を探る研究が中央水産研
究所で進められています 120
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東京都環境科学研究所では、湾内環境の改善
策を考える上で大切な、底質・底生生物に関す
る情報を収集・整理しています。

東京都環境科学研究所では、湾内環境の改善
策を考える上で大切な、底質・底生生物に関す
る情報を収集・整理しています。

千葉県環境研究センターでは、環境調査船「き
よすみ」（19トン）により航走式調査と東京湾赤
潮・青潮調査を行っています。

千葉県環境研究センターでは、環境調査船「き
よすみ」（19トン）により航走式調査と東京湾赤
潮・青潮調査を行っています。

：実験海域
（水中スクリーン）

40 m

80m

赤潮の発生する横浜港ですが、実は赤潮の下の海水
が非常に透明できれいな時があります。昨年（2008年）

の調査でも 大体 ３ メ ト ぐらいの層厚の赤潮が

取り組みをしています。取り組みをしています。

我が国におけるアサリの漁獲量は、1980年代中

頃を境 大幅 減少 現在も低迷が続 ま

究所で進められています。
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東京都環境局水生生物調査報告書の15地点の調査結果を

運河 干潟 浅場 深場に分けて解析しました（写真－３ 図

航走調査では、航走式水質計（船が走りながら水をくみ上
げ、センサーにより水質を測る）により表層の水温、塩分、ク
ロロフィルを走りながらモニタリングします の調査でも、大体、３～４メートルぐらいの層厚の赤潮が

多くて、それより下層は透明でした。そこで、上層の赤潮
が流入しないように、海面から水中スクリーンをぶら下げ、
下層の透明な海水を仕切りの内側に導入することによる 写真－４ 横浜港、山下公園での海域浄化実験

頃を境に大幅に減少し、現在も低迷が続いていま
す（図－１３）。その原因としては、生息場である干
潟の消失、水質環境の変化、過剰漁獲など様々な
要因が影響していると考えられます。
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図-１３ 我が国におけるアサリ漁獲量の推移

運河、干潟、浅場、深場に分けて解析しました（写真 ３、図
－１０）。生息環境は、深場は高塩分で安定しているのに対し
て、浅場・運河は塩分が大きく変化すること、運河部・深場で
は毎年秋に溶存酸素（DO）が大幅に低下して貧酸素化するこ
とが特徴として挙げられます

ロロフィルを走りながらモニタリングします。
例えば2007年４月26日の表層のクロロフィルの蛍光強度の

分布を図－８のように把握できます。

山下公園側 仕切りスクリーン1,2,3

2
3

１

海域の部分浄化を試してみました。
写真 ４ 横浜港、山下公園での海域浄化実験

目的：アサリ餌料環境の評価のための基礎的知見を得る目的：アサリ餌料環境の評価のための基礎的知見を得る

生息域ごとの比較

図-１３ 我が国におけるアサリ漁獲量の推移とが特徴として挙げられます。

底生生物の出現パターンを春（4・5月）と秋（9月）で比較す

ると、運河・深場では、秋に個体数・種類数が著しく減少し、春
ある程度増 る たパタ を ます 浅場

写真－３ 東京都環境局による調査の様子
写真ー１ 水質調査船 きよすみ(19t)

海 側
水中スクリーン

漁場保全・修復技術
開発の基礎データ

良い餌はどのような環境で供給される？

アサリにとって好適な餌料環境とは？

生息域ごとの比較

栄養塩レベル微細藻類組成

クロロフィル 安定同位体比

にある程度増えるといったパターンを示しています。浅場・干
潟では、全体的に季節による個体数の変化は小さいですが、
湿重量で見るとそれより大きく変化することが分かりました。
その他に、干潟よりも浅場の方が種類数が多いことも解析結

図－１５ 水中スクリーンによる底層水の導入

写真－５ 水中スクリーンの設置状況（左：２００９年、右：２００８年）

山下公園の海底は、水深３メートルぐらいのところまで貝殻で覆われ、
水深３メートルから５メートルぐらいのところには、貝殻とシルトあるいはヘ

開発の基礎デ タ

富栄養化・流入負荷・沖合との関連？

栄養塩レベル微細藻類組成

基礎生産速度 摂餌生態

果から明らかになりました。

（詳細は、都環研2007年報「東京都内湾における底生生物生
息状況の解析結果について」をご参照ください 水深３メ トルから５メ トルぐらいのと ろには、貝殻とシルトあるいは

ドロの層があり、５メートルよりも深いはほとんどヘドロになっています。ま
た、沖合100メートルぐらいのところに、潮が引くと背が立つような浅瀬も
あります（図－１５）。

2008年に３枚の水中スクリーンを用い 40ｍ×80ｍの規模で実海域実

良く知られているようにアサリは水中の懸濁物を
水管から取り込んで食べるろ過食者です。アサリは
植物プランクトンや底生微細藻類、デトリタスなどを

？
植物プランクトン

底生微細藻類

息状況の解析結果について」をご参照ください
http://www2.kankyo.metro.tokyo.jp/kankyoken/）
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赤潮・青潮調査点

写真ー２ 多項目水質計と赤潮・青潮調査作業状況・・ 2008年に３枚の水中スクリ ンを用い、40ｍ×80ｍの規模で実海域実
験を行いました（写真ー４、５） 。結果として、外側の透明度が大体２～３
メートルのときに、中は５メートル以上でした。この結果を受けて、2009年

には、約６ヘクタールの海域にスクリーンを張りまして、この中でトライア
スロンを行いました スクリ ンによ て大腸菌がかなりカ トできること

餌としていると考えられていますが、アサリが何をど
れぐらいの割合で利用しているかについては、海域
による違いなどもあり、まだまだ分からないことがた
くさんあります。ここでは餌環境に着目した研究に取

？ デトライタス

アサリ消化管内
容物の電子顕微

鏡写真
図ー８ 航走調査結果（表層クロロフィル：赤色、濃度高：青色、濃度低）

写真ー２ 多項目水質計と赤潮・青潮調査作業状況

スロンを行いました。スクリーンによって大腸菌がかなりカットできること、
３カ月ぐらいたつと、ミドリイガイがスクリーンにびっしりついていたり、海
の中に構築物があると、魚がたくさん寄ってくるというようなことが確かめ
られました（写真－６）。

くさんあります。 では餌環境に着目した研究に取
り組んでいます。

近年、環境・生態系の研究における有効なツールとして、炭素・窒素の安定同位体比が広く用
いられています。これは有機物の起源（陸で生産されたものか海で生産されたものか）によって物
質の安定同位体比が異なること また 生態系における二次生産者・高次生産者の炭素・窒素安

図－１０ 底生生物調査地点（水深１０ｍ
を基準 深場と浅場を 分）

赤潮・青潮調査では図－８の ■と■で示している調

査点で、水質の鉛直プロファイルを観測しています。水
質計をウィンチにつないで 海中に徐々に下げていくこ

mg/L

▽ Ｗ Ｌ
写真－６ 水中スクリーンの内部の海底状況

質の安定同位体比が異なること、また、生態系における二次生産者・高次生産者の炭素・窒素安
定同位体比が食物中の値から一定の割合で上昇することを利用するもので、この方法により対
象とする生き物が“どこ”から来た“何を”食べているのかを大まかに知ることができます。

を基準に深場と浅場を区分）

図－１１は、多毛類、貝類、甲殻類から、ヨツバ
ネスピオ、シズクガイ、ニホンドロソコエビ等の代
表的生物種６種の各地点での個体数変化を示し

質計をウィンチにつないで、海中に徐々に下げていくこ
とで、pH、溶存酸素、水温、塩分、酸化還元電位、濁
度、蛍光強度、光量子を測定しています。

東京湾の内湾部の真ん中あたりにある測定点（ ・点）
における水温の観測により 夏場に発達する躍層が10

図－１４は、横浜市海の公園、盤洲干潟、多摩川河
口干潟など東京湾内のいくつかのアサリ生息域でア
サリとその餌料源である懸濁態有機物（POM）の炭
素 窒素の安定同位体比（δ13Cおよびδ15N）を調べた
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16 アサリ（海の公園）

アサリ（盤洲干潟）

アサリ（多摩川河口）

アサリ（多摩川上流）
図－１１ 代表的生物種の出現状況

表的生物種６種の各地点での個体数変化を示し
ています。ゴカイは有機物濃度が高い干潟である
森ヶ崎の鼻で多く見られるのに対して、アサリは
葛西やお台場などの干潟で多く見られます。また、

パ メガ は 年代以降に見られるよ

における水温の観測により、夏場に発達する躍層が10
月末から11月ぐらいに解消していることがわかりました。

同時期の溶存酸素について確認すると、図－９に示さ
れるように、2005年5月から、底から5メートルぐらいの

日本丸のメモリアルパークでも、いかだを使った、生物付着基盤による部分浄
化の実験を行いました。ロープをぶら下げると貝がつき、そこに潮が流れていくと、
内側はも ときれいになるという理屈です ５メ トルのロ プに５キロ以上の貝が

写真－７ 日本丸ドックでの実験 図－１６ 生物付着基盤

光の届く３ｍ水深の護岸に付着したワカメ

素・窒素の安定同位体比（δ13Cおよびδ15N）を調べた

結果です。この図から、アサリの安定同位体比の値
は干潟によって異なっていることが分かります。また、
干潮・満潮時の餌候補（POM）との比較から、満潮時6
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底生生物分布に関連の深い情報
として、東京湾における約3000件

の底質デ タを整理するして

ラスパンマメガニは、1990年代以降に見られるよ
うになってきたことが分かります。

図ー９ 赤潮・青潮調査結果（内湾中央部：図－８ の

底層に貧酸素水塊があって、しばしば上まで貧酸素の
水が上がってきていました。2005年度は最近としては

青潮の回数が多かった（千葉県で６回発生）年でした
が、図－９に示されたデータはこのことと対応していま

内側はもっときれいになるという理屈です。５メートルのロープに５キロ以上の貝が
つきました（写真－７、図ー１６）。

光 届く 水深 護岸 付着

底層の貧酸素から逃げる
イッカククモガニ

海に生き物が棲むためには、光と酸素が必要です。横
浜港の護岸の３メートル付近には横一線にワカメが生え
ています 岸壁の藻類からは酸素が出ています 海底

付近に存在するPOMを選択的に餌としている可能性

が示唆されます。この他にも成長の良いアサリは安
定同位体比が高いことや富栄養化が進んだ場所ほど
アサリのδ15N値が高いことなども分かってきおり、ア0

2

4

δ POM（盤洲干潟、干潮）

POM（多摩川河口、満潮）

POM（多摩川河口、干潮）

POM（多摩川上流、満潮）

アサリ
の底質データを整理するして、
データ数の分布を図にすると、
1970年代や1980年代には、水産

庁、１都２県で一斉調査が行われ、

図 ９ 赤潮 青潮調査結果（内湾中央部：図 ８ の
■点における溶存酸素の時間変化）

千葉県環境研究センター 水質地質部 水質環境研究室 飯村晃
〒261 0005 千葉市美浜区稲毛海岸3 5 1 電話043 243 2935

が、図 ９に示されたデ タはこのことと対応していま
す。

岸壁の藻類が光合成で作り出す酸素

ています。岸壁の藻類からは酸素が出ています。海底
が貧酸素化しているときには、イッカククモガニが少しで
も酸素のある上方報に向かって逃げています。

生き物の目線で見た環境のモニタリングが大切です。図-１４ 東京湾におけるアサリと餌料源
候補 ある懸濁態有機物（ ） 炭

高 分 、

サリにとってのどのような環境が生息に好適であるか
について、知見が蓄積されつつあります。
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ある程度、全体の分布が把握でき
ますが、1990年代以降は全域調

査が行われていないことがわかり
ました（図－１２）。５年程度で全域

図－１２ 底質調査点数の変化（約3000件のデータをkmメッシュ毎に整理）
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写真－８ 横浜港の護岸の生き物

写真－９ 貧酸素化した
海底の様子

候補である懸濁態有機物（POM）の炭
素－窒素安定同位体マップ
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ました（図 ）。 年程度で全域
を網羅するようなローリング方式
の底質調査が必要と思われます。
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